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　ジヤグラ広島大会で副会長に就任した千葉県支部の尾形
です。担当は作品展委員会と年賀状デザインコンテスト委
員会になります。
　関東地方協議会は地協会長イコール副会長でしたが、地
協総会で地協会長と副会長を兼任することの難しさの指摘
を受け、地協会長と副会長を切り離すことになりました。
そこで今回私が副会長に推薦され、これを受諾した訳です。
　私は千葉県支部青年部の立ち上げから支部活動に携わ
り、当時千葉県は４つのブロックで構成されていたため、
千葉地区ブロックのブロック長と兼任していました。
　その後、専務理事となりましたが、その当時の支部長が

「尾形君、全国大会を千葉で受けちゃったから」と軽く言
い放った時の驚きようは今でも忘れられません。
　ジャグラ千葉大会を全会員総出で何とか乗り切れたの
は、当時の会員数や会員同士の団結力など皆が若く行動力
のある頼もしい会員が多かったことなどがあげられると思
います。
　上手くこの大会の設営ができたことで数年後には支部長
が回ってきました。丁度この頃に日本軽印刷工業会（ジヤ
グラの前身）では全国に青年部を作ろうという動きが出て
きました。
　この頃には藍友会という青年部があり東
京、名古屋、大阪、四国４県、福岡、大分、
千葉の若手のメンバーが登録され、当時私
は千葉県の代表を務めていました。
　藍友会では毎年持ち回りで総会を行い、
勉強会や懇親会、観光などを行っていまし
た。特に勉強会では経営の基礎的な計数管
理や印刷技術、最新の設備や組版の基礎な
ど様々なことを学びました。
　懇親会では各自がその地区の状況や各社
の内容説明やこれからの印刷業の在り方な
どを熱く語り合いました。時には明け方ま
で意見をぶつけ合い、眠い目を擦りながら

翌日の観光へ参加をしていました。
　この藍友会が母体となり SPACE-21 を立ち上げていく
ことになります。1992 年熱海で最初の会合が開かれ、各
地協の担当者が決められました。この担当者が地協内の各
県支部長に連絡して、各県に青年部を作ってもらうようお
願いをして回りました。藍友会の千葉県代表でしたので東
京を除く関東地方での青年部立ち上げの要請を任されるこ
とになり、各県支部長に青年部立ち上げのお願いをしてい
くことになります。もともと青年部があった支部は良かっ
たのですが、無い県もあり、何度もお願いの連絡をしたこ
とを記憶しています。今となっては SPACE-21 の会員が
楽しく勉強や懇親を行っているのを見ると、あの時にやっ
て来たことが、今になって実を結ぶ結果となり感無量の思
いです。
　これからの印刷業界を引っ張っていく若者が、勉強し
育っていく姿を思い浮かべながら業界発展のため微力なが
ら尽力しようと思います。
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　この度、令和５年度ジャグラ作品展におきまして、業務
用印刷物部門 厚生労働大臣賞を受け賜り、改めて御礼申
し上げます。
　弊社は過去７回ほど、ジャグラ作品展にて、入賞させて
いただいた経歴がございます。入賞は社の歴史として広報
し、社員一同、仕事の励みにさせていただいております。
　今後も、力のこもった誇らしい印刷物ができた際は、こ
の名誉ある賞に応募して、弊社の製品を皆様に披露させて
いただきます。

■　受賞作品『文化庁メディア芸術祭　1997-
2022　25 年の軌跡』につきまして

　公益財団法人 画像情報教育振興協会（CG-ARTS）様の
主催された「文化庁メディア芸術祭」が、2022 年に 25
周年の節目を迎えました。その記念として、発行された書
籍が『文化庁メディア芸術祭　1997-2022　25 年の軌
跡』となります。
　1997 年以降、毎年開催された「文化庁メディア芸術祭」
に際し、同時に発刊されていた『受賞作品集』という書籍
を、弊社にて受注しておりました。しかし『受賞作品集』
が近年、電子書籍に取って代わられる現実に、直面いたし
ました。スピード・金額感に勝る、デジタル台頭による失
注。やはり、時代の流れには逆らえないのか……印刷営業
として、くすぶった気持ちが残ったままでした。そのよう
な時に突如、CG-ARTS 様から御指名という形で、後世に
残す記念書籍を作るという、大きな事業に関わらせていた

だくチャンスを得ることができました。これまでの弊社の
仕事を、評価していただいたことも、大きな理由のひとつ
でした。仕事を通して信頼を積み重ねていくことが、次の
仕事につなげてくれるのだと、改めて気付かされました。

　『文化庁メディア芸術祭　1997-2022　25 年の軌跡』
は、B ５判・本文 802 頁からなります。表紙は箔で飾る、
豪華な上製本です。これだけボリュームのある印刷物を、
受注できるチャンスに出会うのは、現状なかなか難しいも
のがあります。御発注いただいた時、私自身が印刷の仕事
を通して、いちばんやりたかった「本づくり」ができるぞ、
と胸が高鳴ったのを覚えております。
　今回は、積極的に印刷のディレクションに関わることで、
本の品質を高めようという目的を、一貫して持ち続けまし

印刷需要が低迷し、価格競争が激化する経営環境の中で、ジャグラ会員企業はどのようにして活路を見出そうと印刷需要が低迷し、価格競争が激化する経営環境の中で、ジャグラ会員企業はどのようにして活路を見出そうと
しているのかを探るシリーズ。今回は令和５年度ジャグラ作品展受賞企業の中から、東京・城東支部の望月印刷しているのかを探るシリーズ。今回は令和５年度ジャグラ作品展受賞企業の中から、東京・城東支部の望月印刷
㈱さんの事例をご紹介します。㈱さんの事例をご紹介します。

文化庁メディア芸術祭　1997-2022
25 年の軌跡

受賞企業に聞く

望月印刷株式会社　営業部　チーフリーダー　松　島　　　誠

令和５年度
  事例 29    ジャグラ作品展　業務用印刷部門　厚生労働大臣賞

た。これができたのは『受賞作品集』作製の経験で、どこ
にモアレが発生するか、どこの色調がブレやすいかなどの
印刷ポイントや、制作スケジュールの流れを事前に理解し
ていたのが大きかったです。
　印刷には、弊社のメイン印刷機である、「三菱 DAIYA」（表
面ニスコーター付き UV システムオフセット菊全８色機）
を使用しました。この印刷機は 2004 年に導入してから
19 年間使用し、今年９月で引退することになっておりま
す。品質・スピードの面で、お客様にご満足いただき、こ
れまで弊社の信頼を押し上げてくれた印刷機です。
　今回の賞では、「印刷の仕上がり」項目に対して、特に
高い評価をいただくことができました。会社を支え続けた
印刷機の記憶を刻む、弊社にとっても記念となる、印刷物
になりました。
　製本に関しましては、束幅約 50 ミリ・背の形は角背と
いうことで、本が開きにくいという問題が、当初出てきま
した。寒冷紗をいろいろと試してみる、見返しの折り目の
テンションを最適にするなど、試行錯誤をしました。また、
表紙のスミ箔・シルバー箔による表現も、文字やバーコー
ドの細かい部分がつぶれないよう、細心の注意を払いまし
た。束見本作製の時点で、問題を一つずつクリアにしていっ
たため、本番の製本は問題なく、製作進行できました。
　印刷・製本期間が３月の繁忙期と重なり、本文 802 頁
にもなると相当な台数のため、スケジュール取りにはだい
ぶ神経を使いました。

　会社の仲間や、協力会社の皆様には、いつもに増して真
剣に、この仕事に取り組んでいただいたように思います。

「本をつくる」という一つの目的が、皆の心の中で共有さ
れたからだと思います。質・量ともに、精魂を込めるにふ
さわしい本だったということも大きいです。
　今回はミス・トラブルもなく、納品までたどり着くこと
ができました。スケジュール調整・仕様決定につきまして
は、制作ご担当の CG-ARTS 脇本様・莇（あざみ）様、編
集ご担当の㈲ STORK 竹見様・粕川様に、多大なる御協力
をいただきました。この場にて、感謝を伝えさせていただ
きます。

　『文化庁メディア芸術祭　1997-2022　25 年の軌跡』
は、重さが約 1.8kg あります。手に持つと、ずっしりと
きます。表紙も鮮やかな赤色の用紙を使用しており、本と
いうマテリアルの存在感が目前に迫ってきます。本ができ
て手に届いた時の高揚感は、印刷の仕事を通して得ること
のできる、かけがえのないものであります。
　本の内容は、日本の近年のメディア芸術史が広く網羅さ
れており、まず読み物として面白いです。また情報量も膨
大で、辞書のように多方向から調べる読み方もできます。
　公益財団法人 画像情報教育振興協会（CG-ARTS）様の
ホームページ（https://www.cgarts.or.jp）を通じて、
購入ができます。以下、CG-ARTS 様の本書籍の紹介文
です。
　「第１回文化庁メディア芸術祭が 1997 年度に開催され、
2022 年度に幕を下ろすまでの 25 年間。デジタル技術の
発展とともに育まれたメディア芸術を紹介し、国際的な
フェスティバルに成長していった軌跡をまとめた 800
ページにおよぶ記録集です。」

メイン印刷機 （三菱DAIYA）石塚機長と受賞作品

受賞作品
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│巻│頭│企│画│　

■　価格競争から価値競創へ

　近年、印刷営業を通して感じる、世間の印刷物の価値は
特に、低価格であることに傾いているように思います。印
刷物の絶対的需要が減る中、価格のみを根拠に仕事を奪い
合う状況に、私自身も日々巻き込まれております。かつ、
近年の物価高が続く中、印刷業界は人件費・原材料費・光
熱費などコスト上昇の価格転嫁にも、取り残されているよ
うに思います。顧客だけではなく、印刷業界自体が低価格
を一番に追い続けてしまうことに、問題を強く感じており
ます。
　弊社は、お客様に寄り添った仕事を行うのが強みです。
お客様の希望を忠実にかなえるスタイルです。しかし、価
格だけではない勝負に持ち込むためには、顧客に向け、効
果的な提案をして、付加価値を上げていく努力をしなけれ
ばなりません。ただの情報伝達が目的なら、印刷物は将来
的にデジタルデバイスに代わられてしまいます。
　印刷という、物質として次世代まで残すことができるも
のの価値を、どこまで高めることができるのか。そういっ
た土俵で、知恵と創造力の勝負を通して、印刷業界が活性
化することができれば、印刷という仕事を未来につなげる
ことができるし、社会にもっと発信・宣伝することも可能
になると思います。今回の受賞作品では、不思議と芸術作
品を作っているような感覚がありました。複製技術として
の印刷物が、アウラをまとい、身近で本物のアートになる
時代が来たら、また印刷物の価値が大きく高まるのではな
いかと夢想してしまいます。
　夢想で終わらさないために、どうするべきか。まず私自
身がやるべきことは、新たな提案を加え実現化し、自信を
持ってお客様にお届けできる印刷物を作ること。また、印
刷物の可能性を決して諦めることなく、具体的な創造を追
求し続けることだと考えております。

■　望月印刷、創業 120 年に向けまして

　望月印刷では、11 月より、新台となる印刷機「リョー
ビ MHI タンデムパーフェクター」（1020V ２TP- ８-27）
を導入いたします。導入に際しましては、実際に機械を使
用するオペレーターの意見が大きく反映されております。
変更前の印刷機に、近い操作性と機構を持つことから、品
質を落とすことなく、お客様の御希望に引き続き対応でき
るよう準備しております。また、デジタル印刷物にはない、
オフセット印刷物の質感も、これからの時代は価値のひと
つになると思います。
　弊社は東京・浅草橋に本社を構え、工場は東京・墨田区
の業平にあり、東京スカイツリーの足元近くになります。
また、関連会社の㈱スタジオエビスは、日本を代表するグ
ラフィックデザイナー田中一光様の ｢よい印刷物には、よ
い写真が必要｣ というコンセプトを基に設立されました。
渋谷区の恵比寿駅から徒歩 1 分の大型撮影スタジオです。
東京でも恵まれた立地を生かし、会社間の壁を越え、新し
い印刷の形を創造していきたいと考えております。
　望月印刷は来年創業 120 年を迎えます。創業 1905 年、
119 年以上にわたり印刷の道を歩み、品質を究めてきま
した。品質とは、お客様のニーズに的確にお応えすること
です。これからも、皆様の厚い信頼にお応えできるよう、
励んで参ります。

業平工場屋上から見上げた、東京スカイツリー望月印刷 業平工場

　全国中央会は８月９日から中小企業省力化投資補助金の
応募申請の受付を再開しました。
　同補助金は、人手不足解消に効果があるロボットや IoT
等の製品を導入するための経費を国が補助することによ
り、簡易で即効性がある中小企業の省力化投資を促進し、
売上拡大や生産性向上を図るとともに賃上げにつなげるこ
とを目的としています。
　特徴は３点です。
・対象製品のリスト（カタログ）に登録された省力化製品

から、自社の課題に合わせて製品を選択できる。
・「販売事業者」が製品の導入を支援。申請・手続もサポー

トする。
・補助率は 1/2（補助上限額は従業員数ごとに異なる）。

　人手不足の中小企業などが、省力化製品を対象製品のリ
スト（カタログ）から選んで導入し、販売事業者と共同で

「労働生産性年平均成長率３％向上」を目指す事業計画※１

に取り組むものを対象とします。
　条件としては、申請時に全ての従業員の賃金が最低賃金
を超えていること、補助金の重複に該当しないことなどの
要件※２を満たす必要があります。また、補助金の交付が
決定された場合でも事業実績報告の審査によって補助額の
減額となる場合があります。

※１．公募要領「４－１．補助対象事業の要件」を参照。
※２．公募要領「４－２．補助対象事業者の要件」を参照。

　従業員数が５名以下の会社の場合、補助上限額は 200
万円で、補助事業実施期間に一定以上の賃上げを達成した
場合、300 万円に引き上げられます。６から 20 名の場合、
補助上限額 500 万円で、同様の賃上げを達成すると 750
万円に引き上げられます。
【問合先】℡ �0570-099-660（ナビダイヤル） 

03-4335-7595（IP 電話など）

中小企業省力化投資補助金の申請フロー

本補助金の理解

gBizIDの取得

省力化製品販売事業者の選定

導入製品の選定

補助金の
応募・交付申請

補助事業
の実施・
精算

効果報告(5年間)

実地検査等の受検

省力化製品販売事業者のみなさまへ
• 本補助金は、省力化製品の導入を予定してい

る中小企業等と販売事業者の「共同申請」と
なります。

• 中小企業と販売事業者が共同で実施する事業
として交付決定が行われます。 (支援イメージ
は右記をご参照ください ) ※カタログは「中小企業省力化投資補助金」

のホームページに掲載されています。

「公募要領」をもとに
中小企業等と補助金の

共同申請
「製品導入・設置の支援」
及び「精算・証憑の確認」

「導入製品の設置確認」
及び「導入効果の確認」

交付決定後、中小企業等と共同で事業を実施

「カタログ」への製品登録は事前の審査による手続きが必要です。詳しくは「省力化製品製造事業者登録要領(PDF)」をご確認ください。

「カタログ」をもとに
導入製品選定を支援

導 入 目 的 の 明 確 化
・事前準備 情 報 収 集 導 入 計 画 導 入 決 定 導 入 運 用

省力化製品の導入ステップ

実績報告

販売事業者から
中小企業等へ
アカウント発行

＊共同申請の詳細については、交付規程にある「共同事業実施規約及び誓約書」をご確認ください。

中小企業省力化投資補助金の受付を再開
人手不足の省力化製品で 1/2 補助

全国中央会
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　夏休み中の子どもたちを対象に、印刷の面白さや中小印
刷会社が手掛ける印刷に触れてもらう「印刷屋さんのお仕
事展」を８月４日（日）、５日（月）とお盆休み前の日曜
日を絡めて今年も開催しました。
　昨年ジャグラ作品展の受賞作はもちろん、応募された
様々な作品をもっと一般の方々に、特に次世代のグラ
フィックサービス業を担う子どもたちに見て、触れてもら
いたいという趣旨のもと、同イベントを企画、手応えを感
じ、今年も開催に向けて準備を進めてきました。
　はじめに会場探しからのスタートでしたが、ありがたい
こ と に 今 回 は 中 央 区 か ら、 東 京 五 輪 選 手 村 跡 地 の
HARUMI FLAG 近くにオープンした晴海地域交流セン
ター『はるみらい』１階の地域活動スタジオを無償で貸し
出しいただくことができました。昨年 12 月にオープンし
たばかりの同会場は１階に地域交流スタジオ、２階に学習
スタジオ、料理スタジオ、集会室を備え、３階には温浴ス

ペースやキッズスペース、多目的スタジオ、音楽スタジオ
を備え、さらにトレーニングスタジオやレストランも入居
している複合施設です。日常的に地域の方々が利用してい
ることもあり、来場への期待も高まります。
　より多くの方にご来場いただくため、会期２週間前にポ
スティングサービスを利用して会場となるはるみらい地域
周辺の住居等にチラシを配布させていただきました。この
チラシ効果が大きく、会場をお借りしたはるみらいの事務
局にも問い合わせが何件も入ったと聞いています。
　肝心のイベント内容ですが、令和５年度作品展受賞作や
応募作品の展示のほか、作品展委員会のアイデアマンであ
る髙橋亮太委員（栃木県支部長）プロデュースによる
“SDGs 残紙で紙釣り ” “ 手書きをその場で缶バッチ製作体
験 ” “ 色にこだわれ FUNKY DRINK” の３つに加えて、神
奈川県支部にご協力いただいた “ 親子で学ぼうガリ版体験
教室 ” と、前回から大幅に体験型の企画を充実させました。

『2024 印刷屋さんのお仕事展２』を開催『2024 印刷屋さんのお仕事展２』を開催
子どもたちが印刷に触れる２日間

ガリ版体験教室
紙釣り体験

缶バッジ製作体験

　髙橋委員、神奈川県支部の露木支部長、
岡澤様、上澤様、藤田様、そして残紙をご
提供くださいました会員の皆様に改めて御
礼申し上げます。ありがとうございました。

■　想定以上の来場者に

　８月４日（日）、いよいよ当日を迎え、
朝ニッケイビルから荷物を搬出し、９時か
ら 10 時までの１時間で会場を準備してい
ると、10 時前からチラシを手に持った親
子が集まり始めました。昨年の経験ではポ
ツポツとまばらに来場されたため、ゆっく
りと対応できるのではと思っていましたが、10 時になる
と、会場に親子が殺到し、あっという間に全てのコーナー
が埋まりました。
　一番の要因は、チラシを持ってきた方が “ 色にこだわれ
FUNKY DRINK” を体験できるとしたことでした。色とり
どりのシロップとジュースで自分好みの飲み物を作る（あ
るいは作ってもらう）子どもたち。色鉛筆などを駆使して
描いた絵が缶バッチになると目を輝かせて喜びます。紙釣
り体験では、高級そうな紙を狙うようにささやく親御さん
と、魚の形に切り抜かれた紙が欲しい子どもたちが、一生
懸命、釣り針の代わりに釣り糸に括りつけられた磁石を駆
使して、紙を釣っています。子どもが遊んでいる時には親
御さんは展示作品を手に取って眺めています。
　会場が少し落ち着いたと思った矢先に、今度は工作スタ
ジオで始まったガリ版体験教室が予想以上に盛況となりま
す。
　当初整理券を１階で配布していましたが、整理券を持っ
ていない親子も直接工作スタジオに訪れ、定員を大幅に超
えました。神奈川県支部の皆様のご厚意で急きょ定員を２
倍に増やしてもらい、何とか無事に１日を終えることがで
きました。若い親御さんが多く、なぜガリ版体験教室に来
たのか列を整理している時にうかがうと、小さい頃に記憶
がある、アナログの印刷体験で子どもが面白がると思った
といった理由で参加されたそうです。皆さん真剣な眼差し
で下絵を書き、ヤスリで削って版を作り、インクを載せて
紙にローラーで謄写する流れを体験していきます。
　ガリ版体験が終わると再び、１階の会場に戻り、思い思
いに紙釣りなどで遊んでいましたが、受賞作品を展示した
ところが畳の小上がりになっていたこともあり、畳に座っ
て写真集などを読んでいる子どもがいました。

　途中、東京の会員さんがお休みにもかかわらずご来場く
ださいました。ありがとうございます。
　２日目は初日ほどの勢いはありませんでしたが、２日連
続で通ってくれる子どももおり、まばらですが来場者がコ
ンスタントにありました。中には２日目もガリ版教室があ
ると勘違いされて来場した方もおり、次回以降の検討事項
とさせていただきます。ゆったりとした時間が流れる中、
２日目は業界関係者の方が多数来場くださいました。
　２日間を通して、作品展の優秀作品の披露の場でもあり
ましたが、広く一般の方に少なからず印刷業のお仕事への
興味関心を持っていただけたのではと思います。印刷業は
斜陽産業と言われますが、印刷・グラフィックサービス業
界には魅力があるということを発信するイベントとして来
年、再来年と継続、発展させていければ幸いです。
　全国でも同様のイベントを開きたいといった地協・支部
がありましたら検討いたしますのでお気軽にご相談くださ
い。

FUNKY DRINK 体験

令和５年度作品展受賞作や応募作品の展示

＜スペシャルサンクス＞
髙橋　亮太 委員（作品展委員会）
谷山　和也 委員（広報委員会）
岡澤　　誠 委員（作品展委員会）
樋貝　浩久 委員（作品展委員会）
露木　貴弘 委員（作品展委員会）
上澤　宏史 委員長（ジャグラ神奈川 SDGs 委員会）
藤田　博之 委員（ジャグラ神奈川 SDGs 委員会）
アイメディア㈱、あいわプリント、㈱カミヤマ
㈱クイックス、㈱興版社、西谷印刷㈱
㈱文化ビジネスサービス、㈱カミヤマ
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ジャグリストを訪ねてマスターズ
クラブ

マスターズクラブ　会長　吉　岡　　　新

北海道旭川市　渡辺辰美支部長

株式会社あいわプリント沿革

1972（昭和47）年　�和文タイプ組版専業として発足 
（旭川市４条通 16 丁目）

1975（昭和50）年　�社屋移転（旭川市７条通７丁目） 
オフセット印刷機導入

1979（昭和54）年　営業部発足
1984（昭和59）年　電子組版システム導入
1988（昭和63）年　社屋移転（現在地）
2000（平成12）年　CTP 導入（シルバーデジプレート）
2006（平成18）年　ホームページ開設
2009（平成21）年　デジタル印刷機導入
現在に至る

㈱あいわプリント HP　http://aiwaprint.jp

　2024 年７月６日 13 時 55 分 JAL555 便に乗り羽田空
港を出発し、予定通り 15 時 30 分旭川空港に到着しまし
た。旭川空港は曇空の天気で小雨が降ったり止んだりの空
模様です。気温は 25℃、東京が 35℃なので快適です。
約束の時間まで少し余裕があるので、旭川駅近くのホテル
にチェックインを済ませました。今日は「株式会社あいわ
プリント」の渡辺社長を訪ねての訪問記です。
　夕方ホテルにて渡辺社長と再会です。６月のジャグラ広
島大会でお会いしているので２週間振りです。今夜は二人
でジビエ料理を食べに行きます。

吉岡　北海道旭川市に住んでいるルーツを教えてください。
渡辺　私の父親は山形県出身で東京で就職しましたが、そ
の会社が札幌市に移転し従業員全員が札幌に移住したと聞
いています。私は山形県で生まれ３歳で移住し、小中高と
札幌で育ちました。受験に失敗しその責任を取って仕送り
なしで、大学は室蘭工業大学の夜間部に行きました。昼間
は印刷会社でアルバイトをしながら学費を稼いで、夜は大
学で講義を受けその後はサークル活動と飲み会でとても充
実していました。
吉岡　大学時代は色んな意味で忙しかったんですね。
渡辺　アルバイト先は和文タイプライター主流の印刷会社

でした。50 年前のことです。
吉岡　旭川市で印刷に携わることになるのはいつ頃のこと
ですか。
渡辺　1978 年（昭和 53 年）頃に「株式会社あいわプリ
ント」に入社し、生産部版下係としてスタートしました。
吉岡　当時は「日軽印」の時代で和文タイプライター全盛
時代でしたね。
渡辺　青原紙からカーボンテープでの清打ちの時代でし
た。やがて活版活字に近いタイプレス活字の時代となり、
品質と組版ルールに拘っていた時代です。
吉岡　東芝がワードプロセッサーを発表したのが昭和 53
年秋でした。
渡辺　当時はどんなものかわかりませんでしたが、今思う
と和文タイプライターが次の時代に変わっていくデジタル
化への第一歩でした。この頃から電機メーカー各社がワー
プロを発表してきました。しかし、ドットインパクトによ
る普通紙出力ではまだまだ出力品質が悪かったのを覚えて
います。
吉岡　各社が出力品質の向上に努めている頃、昭和 57 年
日軽印では次期組版システムの開発に取り組みます。開発
委託メーカーも日本電気漢字システムに決まり、昭和 59
年完成を目指しました。私もこの開発プロジェクトのメン
バーの一人でした。
渡辺　この頃色々と検討したのですが、東レの FX500 を

一足早く導入しました。外字と罫線に強いのが魅力でした
が、A ３一枚を出力するのに 15 分かかりました。この頃
のことは、弊社ホームページの「DTP 事始め」に書いて
あります。是非、読んでください。
吉岡　そうでしたか進んでいたんですね。アナログからデ
ジタルへの移行期間でした。新システムの教育もフロッ
ピーディスクの管理も大変でした。やがて 1990 年頃に
なるとマッキントッシュが出現し、アドビ社のイラスト
レーター・フォトショップによるカラー DTP システムが
出現してきます。
渡辺　どんどん新しい技術が発表されてついていくのも大
変でした。
吉岡　1980 〜 2000 年頃は、印刷業界も世の中も一気に
デジタル化へシフトした時代でしたね。この時から四半世
紀が過ぎ、情報伝達の分野が急速に拡大し、印刷物の出荷
量が減少していますが、印刷会社も印刷に拘らず積極的に
情報分野に進出しています。
渡辺　印刷会社も大分様変わりしました。このような変化
の時代を生き抜くのは大変でしたが、今思うと楽しい時代
でした。

吉岡　今日は懐かしい話、記憶を蘇らせてくれる話ができ
て楽しかったです。ありがとうございました。
渡辺　旭川を楽しんでください。

　同じ世代を生きてきた渡辺氏とは、同じ業界で同じよう
に仕事に取り組んできたんだなとしみじみ思いました。こ
れからもジャグリストとして共に頑張っていきましょう。
　本格的なジビエ料理を初めていただきました。エゾシカ、
イノシシなどとても美味しくいただきました。旭川市に行
かれましたら皆さんもジビエ料理を食べてみてください。
混んでいるので予約してください。ホームページを載せて
おきます。（gibierbar-yamagami.com）
　ホテルへの帰り道に日本酒のモダンな立ち飲みの店に寄
り、良い気分の千鳥足
で帰りました。渡辺さ
ん、ありがとうござい
ました。

　ホリゾングループが 2024 年 10 月９日㈬～ 11 日㈮の３日
間、本社びわこ工場 Horizon Innovation Park（滋賀県高島市）
で「Horizon Smart Factory 2024」を開催します。スマー
ト フ ァ ク ト リ ー を テ ー マ に し た イ ベ ン ト「Think Smart 
Factory 2019」の開催から５年。自動化を推進してきたホリ
ゾンが新たなステージを目指す。
　同イベントでは AGV やロボット、AI などの最新技術を組
み合わせ、印刷・後加工・梱包・運搬までの無人化に挑戦。プ
リンターや後加工機はワークフローシステムで統合され、JOB

の流れ、稼働進捗までの見える化を実現します。オペレーター
はより付加価値の高い業務へと専念し、ワークライフバランス
の取れた働き方へとシフトすることが可能になります。「自動
化」から「無人化」へ、さらに進化したファクトリーオートメー
ションの可能性を Horizon Innovation Park で体感できます。

【Horizon Smart Factory 2024 概要】

日時：2024 年10月９日㈬～11日㈮
　　　午前 10時～午後５時
場所：株式会社ホリゾン 本社びわこ工場構内
　　　Horizon Innovation Park（滋賀県高島市新旭町旭 1600）

主催：�ホリゾン・ジャパン株式会社、ホリゾン・インターナショ
ナル株式会社、株式会社ホリゾン

協賛：�キヤノンマーケティングジャパン株式会社／ダックエン
ジニアリング株式会社／富士フイルムビジネスイノベー
ション株式会社／株式会社 JSPIRITS ／コニカミノルタ
ジャパン株式会社／リコージャパン株式会社／理想科学
工業株式会社／リョービ MHI グラフィックテクノロ
ジー株式会社／株式会社 SCREEN グラフィックソ
リューションズ

協力：株式会社バリューマシーンインターナショナル

NOTICE ホリゾン
「Horizon Smart Factory 2024」を開催

10月９日㈬～11日㈮　Horizon Innovation Park

あいわプリントと渡辺社長

│お│知│ら│せ│
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いますぐチェック！

ジャグラ BB

カテゴリー 教育と技術 DX・総務経理・その他

９月は「印刷の月」 漫画仕立てで PR

ジャグラ東京大会 マンガ動画 第一弾
2025 年 6 月ジャグラ文化典東京大会は、ジャグラ創
立 70 周年記念大会。

映画「謄写印刷の技術」（昭和 34 年製作）
ジャグラ60周年記念特別公開
ジャグラ 60 周年を記念して、映画「謄写印刷の技術」
を公開します。 昭和 34 年に製作された映画です。

2024年9月

ジャグラ BB は、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006 年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

あるよね……。

お困りごと解決シリーズ -1 前編
「出力データが古いデータに入
れ替わった！」前編です。
同じようなトラブルを経験したと
いうDTP オペレーターやプリプ
レス部門の方々にお勧めの動画
です。ぜひご視聴ください。

広報委員会
が選ぶ！

おすすめ番組情報
HOT NEWS

カテゴリー ニュース ジャグラ情報 カテゴリー ニュース ジャグラ情報
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TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net

　ジャグラは６月 22 日（土）、リーガロイヤルホテル広
島　楓の間で第２回理事会を開催しました。以下、理事会
議事録をご報告します。

■　第一号議案　役職の選任に関する件　（承認）

　省略（GS ７月号 P ７をご参照ください）

■　第二号議案	　事業の推進に関する件

〔提案内容〕
　第 60 年度～ 61 年度の事業推進体制は、右の組織体制
図のとおりとしたい。

《検討の経緯》
　議場に質問・意見を諮ったところ、他に発言はなく満場
一致で承認した。

■　第三号議案　年間スケジュールの変更・決定に関する件

　省略（巻末スケジュールをご参照ください）

■　第四号議案　顧問・相談役・参与の委嘱に関する件（承認）

　第 60 年度～ 61 年度の顧問・相談役・参与の委嘱につ
いて、下記のとおり追加したい。
　　・顧　問…中村　耀　氏
　　・相談役…中島　博　氏

《検討の経緯》
　議場に質問・意見を諮ったところ、他に発言はなく満場
一致で承認した。

│議│事│録│抄│録│

第 60 年度　第２回理事会を開催

ジャグラコンパクトDX事業①

生産性向上委員会

MIS 研究委員会

ジャグラコンパクトDX事業②

業態進化委員会

地域活性化委員会

クロスメディア研究事業

ジャグラコンテスト委員会

ジャグラショートカット委員会

コンテスト事業

年賀状デザインコンテスト委員会

ジャグラ作品展委員会

組織強化事業

サスティナブル委員会

地協・支部活動支援委員会

SPACE-21

マスターズクラブ

日本自費出版文化賞

プライバシーマーク審査会

個人情報保護委員会
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　株式会社モリサワは、7 月 24 日、リーガロイヤルホテルで「これからも文字とともに」モリサワ邦文写真植
字機発明 100 周年記念パーティーを開催しました。
　会場には、写植発明模型や A 型写真植字機、津守工場模型、欧文専用機、MC-6（動体展示）、ROBO 15XY、
MK-300、ライノトロン 202E、Macintosh SE /LaserWriter II NTX-J が展示され、同社の歴史を振り返るこ
とができました。
　パーティーには　印刷、出版、デザイン、政界、スポーツ、教育、金融、法律界など国内外の各界から約
700 名が臨席した。ジャグラからも岡本会長が来賓として出席しました。オープニング映像が流れたあと、主
催者を代表して森澤彰彦社長が挨拶し、本印刷産業連合会の添田秀樹副会長が祝辞を述べました。
　鏡開きでは、森澤社長、日印産連の添田副会長に加え、日本印刷技術協会の網野勝彦会長、全日本印刷工業組
合連合会の瀬田章弘会長、日本グラフィックコミュニケーションズ工業組合連合会の錦山慎太郎会長、日本グラ
フィックサービス工業会の岡本泰会長、日本グラフィックデザイン協会の永井一史会長、衆議院議員の西村康稔
氏、アドビ㈱の中井陽子社長、㈱写研の笠原義隆社長、モリサワ会の前川光会長、㈱三菱ＵＦＪ銀行の早乙女実
副頭取、シーズアスリートの浦田理恵氏、久金属工業㈱の久義裕社長が登壇。賑々しく鏡開きを行いました。途
中、森澤嘉昭相談役が挨拶し、日本グラフィックデザイン協会の永井会長の中締めでお開きとなりました。

「これからも文字とともに」
モリサワ邦文写真植字機
発明100周年記念パーティー

47 都道府県のお話（その 19：愛媛県）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。
　まず最初に先々月に宝塚記念の事を書きましたが見事に散っ
たことをここに記して今月の話に入りたいと思います。
　さて、今回ですが四国は愛媛県を取り上げようかと思います。
この記事を書いているのは８月で丁度夏の甲子園大会の真っ最
中であります。愛媛県も他の３県に勝るとも劣らない野球王国
ですのでこの辺りをつらつらと。
　愛媛県の野球の強豪校と云ったら皆さんはどこが思いつくで
しょうか。松山商（言わずもがな）・済美（やればできるはティ
モンディの合言葉）・宇和島東・新田・今治西・新居浜商・西条
…まあキリがありませんな。そんな愛媛県＋野球となって出て
くる意外な人がいます。1867 年現在の愛媛県出身、その筆名は
ホトトギスに因み 34 年の短い生涯で俳句・短歌・小説等の創作
を行った、「柿食へば～」で知られる。と云えば…そう正岡子規
です。
　ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんがこの方相当の野

球好きで実際選手（キャッチャー）として活躍してたんだそうな。
好きが嵩じて自ら「野球（の・ぼーる）」と云う雅号（因みにこ
れはベースボール＝野球と云う造語が出来るより以前に子規が
イメージで使ったそうで）も使い、バッターを「打者」、ランナー
を「走者」と云う現在でも使用されている野球の用語を創作し
たんですよ。意外な組み合わせですよね。その結果子規は 2002
年に日本の野球殿堂入りを果たすことになるのです。本人にとっ
てこれこそ光栄の至りだったことでしょう。
　愛媛の高校野球の事を書くにあたって真っ先に思い出した
シーンがあります。1996 年８/21 夏の大会の決勝戦、と書く
と詳しい方にはピンと来るかと思います。そうあの伝説のバッ
クホームです。対熊本工との決勝戦同点の延長 10 裏１死満塁か
ら打たれた大きいライトフライ、誰もが「サヨナラだ」と思っ
たその時に起きた奇跡のプレイ、この奇跡で息を吹き返した松
山商は 11 回の表に３点を得て優勝し、大正・昭和・平成の３時
代で優勝した唯一の高校となったのであります。この奇跡の動
画、「松山商　バックホーム」で探せば出てくるので是非とも観
てください。私もリアルタイムで色々な試合を観てきました。
その中でも忘れられないシーンですよ。
　今回はここまでにします。お付き合いいただきありがとうご
ざいました。では今月の問題です。
問題：�お茶とうなぎと聞くと前回取り上げた静岡県を思い浮か

べる方も多いと思いますがお茶の生産量は静岡に次いで
僅差の２位、養殖ウナギに至っては出荷高の半分を占め
見事日本一となっている県はどこでしょう？

野口聡の

　学コラム㉑

雑雑

（正解は 29 ページ）
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　中小企業庁は、「知的財産取引に関するガイドライン」
を策定するとともに、知財 G メンによるヒアリング調査
を通じ、知的財産取引の適正化に努めています。
　知財 G メンによる調査の中で、発注者への納品物につ
いて、第三者との間に知財権上の紛争が発生した場合に、
発注者が例外なく受注側中小企業にその責任を転嫁できる
可能性のある契約が締結されている事案が確認されまし
た。
　このため、中小企業庁では、諮問機関である「知財アド
バイザリーボード」の助言を踏まえ、対象となる発注者に
対し契約条項の見直し等を要請しました。また、他の事業
者間でも類似の契約が発生し得ることを踏まえ、現行のガ
イドライン及び契約書ひな形を改正することとし、パブ
リックコメントを開始します。
　発注者に対しては、第三者との間に生じる紛争解決責任
を、中小企業に一方的に転嫁しないよう、契約の点検等の
配慮を要請していきます。

■　「知的財産ガイドライン」及び下請中小企業振興法
に基づく「振興基準」の関連条項の概要

　下請中小企業振興法に基づく「振興基準」では、知的財
産権に関する取引の適正化に向けて、「知的財産取引に関
するガイドライン（以下、「ガイドライン」）」に掲げられ
る「基本的な考え方」に基づいた取引を行うこととすると
ともに、「契約書ひな形」の活用を推奨する旨を定めてい
ます。
　また、ガイドラインの中では、発注者の指示に基づく業
務について、第三者との間に生じる知的財産権上の責任を、
中小企業に一方的に転嫁する行為（以下、「責任転嫁行為」）、
及びその旨を契約に定めることをしてはならない旨を定め
ています。

下請中小企業振興法に基づく「振興基準」
５ 知的財産の保護及び取引の適正化
⑴ 親事業者及び下請事業者は、「知的財産取引の適正化に
ついて」（略）を踏まえ、「知的財産取引に関するガイドラ
イン」に掲げられている「基本的な考え方」に基づき、知
的財産権等（知的財産権及び技術上又は営業上の秘密等（ノ
ウハウを含む。）をいう。以下同じ。）に係る取引を行うも
のとする。その際、知的財産権等の取扱いに係る取引条件
の明確化のため、同通達附属資料「契約書ひな形」の活用
を推奨する。（略）

知的財産取引に関するガイドライン
５．知財訴訟等のリスクの転嫁

【あるべき姿】
　発注者の指示に基づく業務について、知的財産権上の責
任を、中小企業等に一方的に転嫁してはならない。 
　発注者の指示に基づく業務について、仮に他社の知的財
産権を侵害した場合、それを受注者側に一方的に転嫁させ
ることや、その旨を契約に定めることは適正な取引とはい
えない。（略）

■　責任転嫁行為が認められる可能性がある契約の
発見と改善要請の実施

　知財 G メンによるヒアリングの中で、中小企業への責
任転嫁が例外なく認められる可能性がある契約を締結して
いた発注者を複数社発見し、これらの事業者に対して事実
確認を行ったところ、当該条項が発動した実績こそないも
のの、こうした契約を実際に締結していたことが確認され
ました。

【ヒアリングによって発見した契約条項のイメージ】
　下請事業者が納入する目的物について、第三者との間
に知的財産権等に関する紛争が生じたときは、下請事業

中小企業庁

知的財産権に関する紛争の責任・負担
下請事業者に転嫁する行為への対応に注意喚起

者の一切の責任と負担においてこれを処理解決し、親事
業者及びその顧客に損害を及ぼさない。

　上記のような条項が契約書に存在する場合、例えば、「中
小企業は、発注者が決定した仕様に基づき、委託を受けて
製造を行っただけ」のように、中小企業に第三者が有する
知的財産権の侵害責任が認められない場合であっても、当
該製品について第三者との間に紛争が生じたときは、発注
者は、紛争解決責任の一切を、例外なく一方的に中小企業
に転嫁することが認められるおそれがあります。

■　ガイドライン及び契約書ひな形の改正の検討

　他の発注者においても、類似の契約が幅広く存在する可
能性があること、また、今後も類似の契約が新規に締結さ
れる可能性があることを踏まえ、発注者として注意すべき
ポイントの明確化と、未然防止策の強化を目的として、ガ
イドライン・契約書ひな形の改正を行うこととし、パブリッ
クコメントの募集を開始しています。
　主な改正事項案は、以下のとおりです。
⑴ガイドラインの改正事項

　実際の取引において発生しうる様々なシチュエーショ
ンを想定しつつ、状況に応じた適切な責任分担の考え方
や、帰責事由がない下請事業者が親事業者に対して行使
すべき権利等について、詳細な解説を追記。具体例は以
下のとおり。

・・第三者の知的財産権を侵害しないことに係る保証
責任や、その保証に当たっての調査費用等の負担
については、目的物の仕様決定において発注者・
中小企業が果たした役割等に応じて適切に分担す
ることとし、中小企業に例外なく一方的に転嫁し
てはならないこと。

・・発注者から中小企業への「指示」は、例えば、口
頭での助言や情報提供のような、正式な書面によ
らない形式のものも含み得ること。

・・中小企業に帰責事由がないにもかかわらず、中小
企業が第三者から訴えられた場合には、発注者は、
中小企業からの、目的物の仕様決定に係る経緯等
の開示要請や、第三者との間に生じた損害賠償に
ついての求償等に応じるべきこと。

⑵契約書ひな形の改正事項
　責任転嫁行為を含む契約が締結されることを防止する
に当たって、中小企業が参照すべきモデル条項を新設。

■　発注者・中小企業の皆様へのお願い

　先述の通り、責任転嫁行為、及びその旨を含む契約の締
結は、下請中小企業振興法に基づく「振興基準」に抵触す
る可能性のある行為です。サプライチェーンの共存共栄に
向けて、引き続き適正な取引の推進と、以下の点に協力を
お願いします。
【発注者に対するお願い】
１．既存の契約書において、責任転嫁行為が認められる可

能性がある条項が含まれていないか、点検すること
２．今後締結する契約について、責任転嫁行為を含まない

よう注意するとともに、中小企業の利益を不当に侵害
することがないよう、十分に協議を行った上で締結す
ること

３．中小企業から契約条項の見直しに関する相談があった
場合には、中小企業庁が公表している「知的財産取引
に関するガイドライン」や「契約書ひな形」等を参考
に、下請中小企業振興法の「振興基準」に抵触するこ
とのない形に契約を改めることを検討すること

【中小企業に対するお願い】
１．発注者が提示した契約書フォーマットにそのまま従っ

てしまった等により、知らずのうちに自社に不利な契
約を締結されていないか、改めて契約内容を確認する
こと

２．自社の利益を不当に害されるおそれのある契約条項を
確認した場合には、中小企業庁が公表している「知的
財産取引に関するガイドライン」や「契約書ひな形」
等を活用することにより、発注者に対し、適切な契約
を締結するよう求めること

■ �https://www.meti.go.jp/press/2024/07/20240731001/ 
20240731001.html

20 2 1



ジャグラ

ジャグラ

「ゴルフとイサキ釣りで３連休満喫」
東京グラフィックス・港支部

　稲満支部長、鈴木幹事長（港支部での役割名）、津留副支部長、
田中副支部長、遠藤副支部長、佐藤副支部長、宮地の７名で静
岡県熱海市に２泊３日（７/13-15）で「ゴルフとイサキ釣り
で３連休満喫」してきました。まずは、ゴルフ組が１日早く先
乗りして、続いて釣り組が合流しました。
　初日のゴルフ組は、雨予報でしたが、過ごしやすい天気にな
り、富士箱根カントリークラブでの環境状況はバッチリ。ただ
し、スコアはバッチリとはいかず、津留副支部長が絶不調。そ
れでも昼は美味しい鰻を食べて元気チャージしました。その夜
は、釣り組が合流し、美味しい居酒屋で舌鼓。アジのなめろう
が特に絶品で２回も注文！また地のお刺身盛り合わせ、アジの
骨せんべい、まんぼうの揚げ物などなど、ご当地の日本酒とお
料理は最高で大大満足でした。
　翌日は、網代から貸し切り船で４時出船。
まずは酔い止めアネロンを飲んで準備万端、
狙うはイサキ五目。出船前にレクチャー電動
リールの使い方、餌のつけ方、誘い方などな
どを教わりいざ出船！釣果は、イサキ、ソー

ダカツオ、カ
イワリ、サバ、
金魚？など大
漁でした。途
中、前日の大
騒 ぎ の 影 響
か、睡魔に襲
われサボリー
マン２名が途中脱落、船上で寝んねタイムとなりました。
　結果は、釣った魚が合計で 50 匹となり、すべてを捌き、台
所回りは、大事件状態となりました。それでもイサキのなめろ
う、ソーダカツオの竜田揚げ、イサキとカイワリの刺身、魚の
骨を焼いた出し汁、イサキのアクアパッツァなど、普段味わえ
ない魚尽くしとなり、とてもよい３連休を満喫しました。

記：みなと支部副支部長　宮地 本治

新支部長に主濱哲也氏（㈱浜印刷）就任
新体制にて次年度スタート

岩手県支部

　去る令和６年７月 26 日（金）、 盛岡市のアートホテル盛岡
で第 70 回支部定時総会が開催されました。議案等すべて審議
の上承認され、役員改選で新支部長に主濱哲也氏が選出され新
たな執行部体制がスタートしました。記念講演会には MIS 委
員会・稲満信祐委員長をお招きし「経営判断と単品損益の関係
～損益管理の必要性、そして事業存続の判断～」と題して講演
して頂きました。その内容の衝撃さ故か支部会員は大いに触発
され、最後に配布された MIS エントリーシートに数社が応募
を希望するという成果が挙げられました。懇親会には後藤卓也
東北地協会長をはじめとするご来賓・関連業者様・会員併せて

29 名が参加、稲満ジャグラ文化典東京大会実行委員長のマン
ガ動画・ポスターによる大会 PR、新役員紹介もあり大盛況で
した。中締め前には前支部長・菅原正行氏に支部より花束が贈
呈され任期８年間の労をねぎらいました。

　ジャグラの原点である謄写印刷技術（ガリ版印刷）。堀
井新治郎父子が謄写版一号機を発明してから 130 周年を
迎えました。本稿では、世代交代が進み、グラフィックサー
ビス業へと転換していく中で、薄れていくジャグラの技術
原点である謄写印刷について振り返ります。
　1894 年 1 月に染色に用いる捺染法にヒントを得て、強
力な雁皮紙にロウを塗り、鉄筆で文字や図形を描く方法を
完成させ、「謄写版」と名付けました。同年 7 月に神田鍛
冶町に「謄写堂」を設立し、販売をスタートしました。
　初代新治郎氏（父）は内務省に、二代新治郎氏（子）は
商事会社にもともと勤めていましたが、煩雑な文書事務処
理を何とかできないかと、簡便な印刷機の開発を始めまし
た。試行錯誤する中で、印刷技術の先を進んでいた欧米に
学ぶため、1893 年 5 月に米国・シカゴで開催されたシ
カゴ万博を視察。堀井氏はその会場で、エジソンのミメオ
グラフに出合い、その理論をもとに研究開発した結果、謄
写版の開発を実現させました。堀井氏とエジソンとの交流
については月刊グラフィックサービス 2022 年 10 月号を
参照してください。
　堀井父子が発明した謄写版は、その後日清戦争、日露戦
争で陸軍省から大量発注を受けたことで需要を伸ばし、や
がて官公庁や学校を通じて全国的に広がっていきました。
　謄写印刷の技術については、山形謄写印刷資料館の後藤
卓也館長（ジャグラ副会長、東北地協会長、山形県支部長）
が月刊グラフィックサービス 2016 年 2 月号に執筆いた
だいた「温孔知新　第 2 回　愛すべき道具たち」から紹
介します。
　謄写印刷は、①下絵の上にロウ原紙を固定し、下書きを

鉛筆でなぞります。②下書きを写したロウ原紙をヤスリ（木
製の板をくりぬいた中に、目が彫られた金属が埋め込まれ
た製版用の道具）に固定し、鉄筆で下絵に沿って傷をつけ
ます。この時の音が「ガリガリ」と聞こえます。ここで力
を入れすぎるとロウ原紙が破れてしまい、力を抜き過ぎて
も版が完成しません。③下絵をガリガリしたロウ原紙を印
刷機にはさみ、紙を置き、インクを載せてローラーを転が
します。鉄筆で傷つけたところにインクが染み出て紙に写
ります。2 色刷りする際はロウ原紙で版をもう一つ用意し
て同様の作業を行います。
　鉄筆は大別すると単独のもの、軸が同じで先を変える方
法のセットものの２つに分かれます。メーカーは須坂製作
所のものが多く、須坂製は 50 番、80 番、250 番といっ
たように番号で分けられます。
　ヤスリのメーカーは、「王冠」「シャチ（大島）」「堀井」「ハ
ヤシ（ホース印）」があり、ヤスリの目によって方眼、斜体、
宋朝、絵画（アート）に分けられ、方眼・斜体は目の粗さ
によって A、B、C に分けられます。また、木の板にヤス
リ本体を置いて固定する 2 面だけのものと、その横にアー
トヤスリ等の細いヤスリがついているもの、3 枚 1 セッ

謄写版発明130周年
ジャグラ原点の『ガリ版』技術を振り返る

東京・神田にある謄写版発祥の地の記念碑

謄写印刷機材（山形謄写印刷資料館）
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トでコンパクトに持ち運びできるものとがあります。特殊
なものとしては罫線や模様専用のヤスリがあります。
　原紙の生産地は岐阜県（美濃）と高知県が 2 大生産地で、
高知県伊野町の四国謄写堂が最大手で良質な原紙を作るこ
とで知られていました。原紙は元々無地ですが、これに 3
㎜、3.5㎜、4㎜、5㎜、原稿、プリント縦・横（A/B/C）様々
にプリントされています。
　文字などを間違って製版してしまった時には、孔をふさ
ぐのに修正液を用います。鉄筆用は茶色の液体、ボールペ
ン原紙・タイプ原紙用は緑色や青色の液体でした。
　これに謄写印刷機を用いて印刷物を作成した会社の集ま
りがジャグラの原点となっています。
　以下にガリ版の歴史を学べる資料館などをご紹介しま
す。ご興味のある方は是非訪れてみてください。
・山形謄写印刷資料館（山形県山形市銅町１丁目１−５）
・ダイトー謄写技術資料館（岐阜県岐阜市折立 364-1）
・ガリ版伝承館（滋賀県東近江市蒲生岡本町 663 番地）

堀井輪転印刷機（山形謄写印刷資料館）

＜参考文献・引用＞
『ガリ版文化史　手づくりメディアの物語』
　　　　　（田村紀雄・志村章子　編著、新宿書房刊）

『エジソンを超えて　JaGra 冒険の足跡』
　　　　　（日本グラフィッサービス工業会発行）

『素晴らしき謄写印刷の世界　温孔知新』
　　　　　（後藤卓也　著、阿古那書房発行）

ジャグラ文化典東京大会実行委員会　寄稿
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ジャグラ創立70周年記念
第60回定時総会 第67回 ジャグラ文化典式典

－ 情 報 文 化 の 可 能 性 は 無 限 大 －
グラフィックサービス業の逆襲

日時：202５年6月21日（土） 13時～（予定）

場所：浅草ビューホテル
〒111-8765 東京都台東区西浅草 3-17-1

ジャグラ創立70周年記念
第60回定時総会 第67回 ジャグラ文化典式典

－ 情 報 文 化 の 可 能 性 は 無 限 大 －
グラフィックサービス業の逆襲

日時：202５年6月21日（土） 13時～（予定）

場所：浅草ビューホテル
〒111-8765 東京都台東区西浅草 3-17-1

■　８月の事務局日誌
	 1 日	 Ｐマーク現地審査（長野）→長野	 労働安全衛生部会→田中専務
	 2 日	 Ｐマーク現地審査（長野）→長野
	 4 日	 印刷屋さんのお仕事展（はるみらい）
	 5 日	 印刷屋さんのお仕事展（はるみらい）	 SPACE-21 幹事会（Web 会議）
	 6 日	 Ｐマーク現地審査（愛知）→長野	 作品展委員会
	 7 日	 Ｐマーク現地審査（愛知）→長野	 広報委員会（Web 会議）
	 8 日	 会員拡大特別委員会（Web 会議）
	 9 日	 業態進化委員会（Web 会議）
	21 日	 Ｐマーク審査会・個人情報保護委員会→田中専務、長野、今田
	22 日	 環境自主行動計画推進 WG
		  ジャグラコンテスト委員会（Web 会議）
	26 日	 Ｐマーク現地審査（大阪）→長野
		  正副会長会議（Web 会議）
		  サスティナブル委員会（Web 会議）
	27 日	 Ｐマーク現地審査（大阪）→長野
	28 日	 Ｐマーク現地審査（大阪）→長野
		  MIS 研究委員会（Web 会議）
		  Ｐマーク現地審査（石川）→田中専務マーク審査会
	29 日	 Ｐマーク現地審査（大阪）→長野
		  Ｐマーク現地審査（石川）→田中専務
		  委員長会議（Web 会議）
	30 日	 Ｐマーク現地審査（石川）→田中専務

■　９月のスケジュール
	 2 日	 地域活性化委員会（Web 会議）
	 4 日	 DTP 教室運営委員会（Web 会議）
		  広報委員会（Web 会議）
	 5 日	 自費出版文化賞最終審査会・記者発表会（吉祥寺東急 REI）
	 6 日	 SPACE-21 夏の幹事会（青森）
	 7 日	 SPACE-22 夏の幹事会（青森）
	10 日	 生産性向上委員会（Web 会議）
	11 日	 理事会（本部）
		  日印産連　9 月印刷の月
	13 日	 業態進化委員会（Web 会議）
	18 日	 GP 推進部会（Web 会議）
	19 日	 Ｐマーク現地審査（神奈川）→今田、田中専務
	20 日	 会員拡大特別委員会（Web 会議）
	25 日	 日印産連ステコミュ③→岡本会長、田中専務
		  Ｐマーク現地審査（大阪）→長野
	26 日	 Ｐマーク現地審査（大阪）→長野

■　10 月のスケジュール
	 2 日	 Ｐマーク審査会 / 個人情報保護委員会（ニッケイビル）
	 5 日	 SPACE-21 全国協議会（大阪）
	 9 日	 Ｐマーク現地審査（秋田）→田中専務
	10 日	 Ｐマーク現地審査（秋田）→田中専務
	11 日	 業態進化委員会（Web 会議）
	16 日	 サスティナブル委員会（ニッケイビル）
	24 日	 会員拡大特別委員会（Web 会議）	 正副会長会議（Web 会議）
		  Ｐマーク現地審査（福岡）→長野

事・務・局・便・り
　お酒が美味しい季節ですね。私はビールが大好きです。某専務に教えていただき、IPA にドハマり
中で先日、娘の名前の商品を見つけてケース買いしてしまいました（外で飲むよりは安いと言い聞か
せて）。さらに、数か月前からずっと気になっていたクラフトビール屋さんに行ってきました。サクッ
と１杯、美味しくいただきお会計へ。金額の表記がなかったので少しドキドキしながら金額を確認す
ると、なんと 2500 円！ビール１杯に 2500 円。今の自分には中々贅沢でしたが、躊躇なく美味しい
お酒をいっぱい飲めるように沢山働きます！（岩崎）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています
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月刊『グラフィックサービス』874 号
……………………………………………………
■	発行日	 令和 6 年９月 10 日（毎月 1 回）
■	発行人	 岡本　　泰
■	編集人	 本村　豪経
■	発行所　
　 
 　　　　　　　　　　　　　　　　略称ジャグラ

	 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 7-16
	 電話 03-3667-2271　ファクス 03-3661-9006
	 ウェブ https://www.jagra.or.jp/

ジャグラは一 般 財団法 人日本情 報 
経済社会推進協会指定のプライバシー
マーク指定審査機関です

……………………………………………………
■	編集部宛メール　edit@jagra.or.jp
……………………………………………………
◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ / 副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ / 理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 / ㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 / 菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 / ㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 / ㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 / ㈲舞鶴孔版
	 蛇蝮　悠太	 広島 / ㈱ ideal
	 三宮　健司	 高知 / ㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 / ㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京
	 松谷　勝広	 東京・文京
	 笹井　靖夫	 東京・文京
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　今田　　豪
	 長野未奈美　　岩崎　琴美　　古田　理子	

以上、ジャグラ事務局

◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子　　古田　理子
◎	動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．
　 ＤＴＰ＝ Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワ OTF/ モリサワ BIZ+ ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知・高知支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　鹿児島県

審査
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